






































1 3-3式ボルドウ 3-3式硫酸銅 II当り3g
2ホタコー水銀ボルドウCP 4∞ 塩基性硫酸銅 45% (銅 15%)
エチル燐酸水銀 0.33% (水銀0.2%)
采 1∞0 塩化第二水銀 (水銀約 70%)3昇
北輿
4 ウ ス プ ル シ 1000 メトキシエチレン題化水銀4.2%(水銀2.5%以上〉特 食










19ホタコー水和硫黄 300 硫黄 98.0% 北 興
20ノックメート F-75 4∞ フエリック・ジメチル・ジチオカーパメート 大内新興
6 メ 錠 1500ラ γ 
7モ ‘γ パミン 2∞0






γ 乳 ~J 15∞ 
乳 ~J 15∞ 
14 M E P 乳剤 1∞o






酢酸フェ=--/レ水銀 11.7% (水銀 4.8%)
フェニール尿素水銀 2.59昔t水銀1.5%)
脂肪族水銀 10% (水銀 4.0%)
























21ジシグメート Z・75 4∞ ジンFジメチルジチオカーパメート原末 75% 大内新興
22ダ イ セ γZ・78 4∞ ジシタエチレンピスジチオカーパメート 65% 日農扱
?3ダイセγtアンモニウム塩) 4∞ ヂアンモニウムエチνγピイス 三洋貿易
ヂチオカーパメイト
24 0 -3818 B 400 
25 ~. イ セ ン M-22 4∞ マンガニーズェチレγピス
ジチオカーバメート 70%
26武田 メート 1 号 4∞ ジメチルジチオカルパミン酸カル‘ンウム 25% 武 田







27武田 メート 2 号 4∞ ジメチルジチオカルパミン酸カルシウム 25% 武 田
テトヲメチルチュウラムジサルフアイド 25% 
28 TFー 2 4∞ ジメチルジチオカルパミ γ酸鉛 32.5%武 田
ジメチルジチオカルバミン酸カルシウム 16.25%
テトラメチルチュウラムヂサルファイド 16.259る
4∞ 合窒素芳香族化合物 20% 武 田
ム 1α)() ナトリウムメチルジチオカーパメイト 30% 三 共
ン 1α)() ヂアγモエウムエチレンピス 東陽通商
ヂチオカーパメート 42%




γ 4∞ メチルアJレジンサルファイド 5.0%
:/ 4∞ ジユトロメチルへプチルフェニノレ
Pロトネイト 22.5%
35ユリット水和剤J 4∞ 2.4.ジニトロフェエールチオシャネート 三 笠
36トリアジン水和弗IJ 400 2.4.ジユトロ 6ー 〈オルソクロロアユリノ〉一 日 曹
1.3，5-ー トリアジン 50%
37ポマゾールホルテ 4∞ テトヲメチルチウヲムジサルブァイド 80% 特 長
羽毛 ノ ヅ 1 4∞ テト ヲ メチルチウラムモノサルフ Tイド 50%大内新興












40カ ピ サ イ ド 4∞ 2.3ー ジタロロ 1.4ナフトキノγ50%
41サ シ キ ノ γ 4∞ 2.3ジクロール1.4ナフトキノン 30%
テトヲメチルチウラムジサルファイド 20%
42 1 ロ γ 4∞ ベγタクロールフェノールソーダ極 90%








47ナラマイシシ 1∞ ナラマイシγ10.(削 mcg/cc
48オリ マイ シ γ 1∞ オリマイシγ50.∞O~/cc
49ベシタマイシシ 100 
50武田フミン 200
51チ γ サイド 2 号 1∞0
52オルソフ.， Iレタ γ 4∞ 































第 2表 中間法で各種薬剤が R.necatrixの発育と抑制におよlます影響




















ノックメート F 75 
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γ ザイド 2 号
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ノックメート F 75 
ヂシクメート Z 75 





















































































































































































































(図版 2 参照〉ペーパムの次に高~，抑制効果を表わしたものは昇素であったが，抑制程度は 68.3%
仁すぎなかった.モソパミツ， MEP乳剤およびアセチレγ水銀E等の水銀剤も R.necatrixの生
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